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システム思考による授業思考の再構成 
 
竹口幸志＊ 
本研究では，小学校教員を対象に非構造化面接を行い，システム思考を用いた授業
設計の構造化を行った。また，授業そのものの構成を明らかにし，学習内容の選定，
学習範囲，学習順序の 3 つの観点から授業設計の方法を明らかにした。以上の授業に
ついての考察を通して，問題解決学習による授業運用と教員の授業向上について論じ
た。結果，教員の授業デザインの構造を明らかにし，教員の自己の授業の考え方や方
法を捉えるための体系的概念を示すことができた。また，授業の構成に着目すること
により，授業デザインによって構成される授業の構造が明らかになった。これにより，
授業デザインや授業評価など授業向上を検討する観点を得ることができた。さらに，
授業を内容の選定，内容の範囲，内容の順序化の観点から捉え，授業を単一的な構造
ではなく複合的な視点で設計することの重要性を明らかにすることができた。 
[キーワード：システム思考，授業デザイン，教員] 
1. はじめに 
日本における子供たちの平均的な学力は世界的に
トップレベルであることが指摘されており[1]，国内
においては学力の底上げが図られている[2]。この取
り組みにも関わらず，依然として子供たちの学力に
はばらつきがあるため，習熟度別少人数指導や個別
学習など得意分野の伸長や苦手分野克服のための個
に応じた教育を行うことにより一人一人の特性に応
じた適切な配慮や支援を充実させることが求められ
ている。一人一人の特性に応じた支援の方策として，
学校が地域と連携すること，ICT を活用することな
どが挙げられる。 
例えば，谷田貝らは視線一致型 TV会議システムを
利用したディベート学習の実践と教育効果を測定・
評価し，ディベートの熟達に向けた，新しい教授方
術としての利用価値を見出している[3]。杉江らは，
対面授業，オンライン学習，および日中間の遠隔交
流の 3 形態とそれらを構成する学習要素を組み合わ
せた循環的な BLモデルの設計と実践を行い，学習者
の視点を重視してシステム的に評価している[4]。尾
崎らは「遠隔自動コーチングシステムを構築し，リ
アルタイムでの自動的コーチングの有用性を示して
いる[5]。ここで挙げた事例の他，ICT の活用は個に
応じた教育に有用性を示している。 
ICT 活用の土台となる授業そのものは，子供と教
員の相互行為によって成り立ち，子供たちとの学び
を教員が省察し，授業を再構成することによって発
展的に向上する。教員は子供たちの学びを日々観察
しながら実態に応じて授業の目標，内容，方法，評
価を構成していく。しかし，ICT における情報技術
や情報そのものを利用し，授業を合理的・効果的に
運用することを目的とする場合においては，情報技
術や情報を使うことのみに気をとられてしまい，教
員の日常にある子供の省察や授業内容そのもの設計
が疎かにされる可能性がある[6]。このため，子供た
ちの学びを踏まえて授業を行うことが求められる[7]。 
本研究では，小学校教員を対象に非構造化面接を
行い，システム思考を用いた授業設計の構造化を行
う。また，授業そのものの構成を明らかにし，学習
内容の選定，学習範囲，学習順序の 3 つの観点から
授業設計の方法を明らかにする。以上の授業につい
ての考察を通して，問題解決学習による授業運用と
教員の授業向上について論じる。 
2. 授業のデザイン 
2012 年の中央教育審議会では，これからの教員に
求められる資質能力として，思考力・判断力・表現
力などを育成する実践的指導力，困難な課題に同僚
と協働して取り組む力，地域と連携して対応する力，
探究力を持ち，学び続ける力，高度な専門知識，新
たな学びを展開できる実践的指導力，教科指導，生
徒指導などが挙げられている[8]。教員の主な仕事に
は，学級経営，生徒指導，進路指導，キャリア教育，
部活動指導などがある[9]が，ここでは授業に関する
資質能力の向上が指摘される。 
日本の場合，授業研究の歴史は古くから行われて
いる。授業の定義について，柴田は「子どもたちは，
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国語，数学，理科，社会科，芸術，体育等の教科に
体系づけられた知識や能力の獲得を通して，認識の
諸能力を発達させ，物の見方や考え方，さらには人
格の諸特質を形成していくのである。授業は，生徒
たちのこのような学習活動と，その活動を指導し，
援助する教師の活動とから成り立つ。授業は，この
ような過程を通して，民族の文化遺産のなかのすぐ
れたものを子どもたちに受けつがせていくとともに，
新しい文化を創造し，健康でしあわせな生活をきず
きあげていくことができるような力を子どもたちに
育てるのである。授業は，子どもたち集団と教師と
の共同活動である。」[10]と定義している。また，
授業の構成について，秋田らは「願い」「目標」
「学習者の実態」「教材」を挙げ，これらが相互に
関連し合いながら授業を構成していることを指摘し
ている[11]。さらに，授業の知識について，秋田ら
は教科や教材の内容に対する知識，学習指導の方法
に関する知識，学習者のわかり方についての知識，
生徒の理解に関する知識，カリキュラムについての
知識，授業方法に関する知識を挙げ，教員はこれら
の知識を総動員させて授業をデザインしていくこと
を指摘している[11]。 
子供たちの学びを促すためには，学校教育におい
て子供たちの学びの基盤となる授業をデザインする
力が求められる。そこで，問題とする対象を構造を
もったシステムとして捉えるシステム思考を用いる
ことにより，授業デザインの構造を明らかにする。
システム思考を授業や研修に応用された事例も散見
される。例えば，山本は地理教育分野においてシス
テム思考を活用し地理システムコンピテンシーモデ
ルを開発している[12]。有本らはシステム思考を活
用し校内研修の実践を可視化している[13]。内田ら
はシステム思考を導入することにより計測・制御学
習カリキュラムの設計に取り組んでいる[14]。ここ
に示したようにシステム思考を用いることにより，
授業改善や教員研修改善に有益な成果を上げている。 
幼稚園，小学校，中学校，高等学校などの各学校
段階において，とりわけ小学校の教員は全教科や学
級担任を受け持っており授業を俯瞰視している。そ
こで，小規模校と大規模校を含む 3 名の小学校教員
を対象に非構造化面接を行い，授業デザインの構造
を捉えた。面接の結果得られた資料をシステム思考
を用いて分析し授業デザインの構造を明らかにした。
結果を図 1 に示す。図 1 に授業デザインの概念図を
示す。 
子供たちの学校における生活集団は学級にある。
教員は，日々，学級の経営を通して子供たちの様子
を観察し，生活に関する態度や学びに関する態度な
どの向上に努めている。子供たちとのやり取りを通
して得られた情報は授業の目標，内容，方法に反映
され，学級経営や子供の理解が直接的に授業に影響
をもたらすといえる。教員は学級経営や日常から得
られた子供が面白いと感じていること，子供がつま
ずいていることなどの情報を細かく観察し，授業設
計や学習支援のための情報として有効活用する。こ
れらのことから，授業は日常的な学級経営と子供理
解の上に成り立つことがわかる。 
教員は授業を通すことにより興味関心の喚起や子
供たちの将来生きる力を養う意識をもっている。こ
のため，地域や現代社会のあらましを踏まえながら
身近な題材や教材を設定している。さらに，学習指
導要領を用いて基準を確認し，教科書を参考としな
がら授業の案を設計している。 
このように，システム思考を用いることによって，
授業デザインの構造を明らかにすることができた。
授業デザインを構造的に理解することにより，研究
授業や研修など同僚教員の授業を見ながら自己の授
業について考え方や方法を体系的に捉えることが可
能となった。 
3. 授業構成について 
システム思考により授業デザインの構造を明らか
にすることができた。学級経営や子供理解，地域や
現代社会のあらまし，学習指導要領，教科書は授業
をデザインする上での基礎的な資料や情報となって
いる。これらの資料や情報に基づいて授業は成り
立っている。 
授業そのものの構造は，教員の授業デザインの考
え方次第で様々な形態をとると考えられるが，実態
は明らかになっていない。しかし，研究授業や研修
など授業力向上のための研究活動時においては，授
業評価の場面を中心として授業を構造的に捉えられ
ることは少ない。このため，授業の構造化の手法と
子供の 
つまずき 
図 1 授業デザインの概念図 
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授業構造そのものを明確にすることが求められる。
そこで，前出したシステム思考を手法として授業の
構造を明らかにする。 
授業構造の先行研究において，井上は授業を分
析・評価，教材準備，生徒の理解度記憶，学習経過
記憶，プログラム作成，言葉・教材の提示からなる
教師要素，応答・質問，学習からなる生徒要素に大
別して授業の構造化を試みている[15]。他方，坂元
らは外部環境，教師，生徒などからなる授業システ
ムの構造と機能を示している[16]。ここで示した先
行研究に見られるように，授業構造の構成要素を体
系的にすることで授業を一つのシステムとして捉え
られている研究は見られるものの授業の構造化につ
いては明らかにされていない部分もある。そこで，
非構造化面接で得られた授業デザインの資料や情報
を参考にシステム思考によって授業の構造分析を
行った。結果を図 2の授業の構造化概念に示す。 
学級経営，子供理解，地域現代社会のあらましな
ど，これらの情報は主に授業の目標を決める資料と
なる。教員は目標を達成するために地域や現代社会
のあらましから題材や教材を選定し内容を作り上げ
ていく。このとき，学習指導要領や教科書を参考に
しながら，学習指導要領に準拠できるよう内容づく
りに配慮されている。そして，設計した内容が子供
たちの学びに働きかけられるように方法が検討され
る。子供たちに対する発問計画や板書計画などはこ
の時に設計される。評価は目標と合わせて設計され
る。子供たちの学びの変容が見られるようプリント
やノートなどで記録する場合や時にはビデオを活用
して子供の発言やしぐさから学習を分析する場合も
ある。 
このように，授業は，教員の思考に基づいて，目
標，内容，方法，評価の各観点を組み合わせること
により構造化されていることが明らかとなった。ま
た，目標，内容，方法，評価の決定に際しては，図
1 の授業デザインの概念図に示したように，日常的
な学級経営の様子や子供理解で得られた情報，地域
や現代社会のあらまし，学習指導要領，教科書の情
報を複合的に取り入れられている。目標，内容，方
法，評価の決定を経て授業を実施し，結果の省察を
フィードバックすることで授業の改善につながって
いく。このように，授業は，目標，内容，方法，評
価，フィードバックという一連の流れを持った構造
から成り立っていることが明らかとなった。これに
より，研究授業や研修など授業力向上を検討するた
めの観点を得ることができた。 
4. 内容と範囲について 
学校で教えられる教科や科目，その内容と時間配
当など，学校の教育計画を意味する用語として教育
課程(以下，カリキュラム)がある[17]。幼稚園，小
学校，中学校，高等学校などのカリキュラムは，学
習指導要領に編成の基準が示されているが，実際の
各教科などにおいて教えることや順序など具体的な
カリキュラムの編成は各学校で行うことになってい
る。しかし，カリキュラムの編成については，カリ
キュラムの編成主体の在り方，教育内容の選択と選
定基準，学校の教育活動全体としてのカリキュラム
構造，カリキュラム評価の改善手法などの問題が指
摘されている[17]。 
柴田[10]が指摘したように，知識や能力の獲得を
通して，子供たちの認識の諸能力を発達させ，物の
見方や考え方，さらには人格の諸特質を形成してい
くためには，1 時間という単一的な観点で授業を捉
えるのではなく，長期的な教育の大目標を達成する
ための 1 つの授業として捉えることが必要となる。
加えて，教育の大目標を達成するための複数の授業
の構成を考える必要がある。そこでカリキュラム構
造そのものについて分析した。 
知識や能力の獲得，子供たちの認識の諸能力の発
達，物の見方や考え方の形成，人格の諸特質の形成
など，これらは教育目標の中でも学力重視の観点や
人間形成重視の観点の教育目標に該当する。教育目
標を達成するためには，図 2 の授業の構造化概念に
示したような内容，方法，評価が必要となる。しか
し，図 2 の授業の構造化概念に示した単一的な授業
時間におけるものではなく，学力形成や人間形成な
ど教育の大目標を達成するための内容，方法，評価
が必要となる。 
図 1 の授業デザインの概念図に示したように教員
は日常的に学級経営の状況，子供の状況，地域や現
代社会のあらましを踏まえて授業を考えている。し
かし，同時にこれらを踏まえながら，教育の大目標
として子供たちの将来のために必要な教育を考えて
いる。教育には人間形成，社会への適応あるいは社
会の改善，学問・技術・芸術など文化の継承など
様々な目標の型があり，各々の目標を達成するため
のカリキュラムが組まれる。このとき，目標を達成
するための学習内容を選定し，学習の範囲，学習の
順序を決定する。 図 2 授業の構造化概念 
目標 内容 方法 評価 実践 
フィードバック 
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図 3 に授業内容の順序化と範囲の設定ついて示す。
図 3 の縦軸は学習の順序を配置している。横軸は学
習の範囲を配置している。学習の順序と学習の範囲
が決まることにより，授業単位の学習内容が決定さ
れる。教員は学級経営や学校生活の日常から子供た
ちの様子を一人一人観察しながら，子供が面白いこ
と，子供のつまずきを細かく分析する。これを踏ま
えながら，地域，現代社会のあらまし，学習指導要
領，教科書を総合的に加味して学習内容の選定，学
習範囲の設定，学習の順序化を行っている。 
このように，カリキュラム構成そのものについて
分析した結果，カリキュラムは学習内容の選定，学
習範囲の設定，学習の順序化から成り立つことが分
かった。これにより，授業を単一的な構造ではなく
複合的な視点で設計することが可能となり，教育の
大目標を達成するための基礎的な視点を得ることが
できた。 
5. 問題解決学習 
子供たちの主体的な学びを促進する手法として，
問題解決学習が指摘されている。OECD[18]を始め，
世界規模で子ども主体の学びが起こっており，日本
の学校においてもその手法の導入が求められている。
そこで，問題解決学習をシステム的に捉えることに
より，問題解決学習の方法を明らかにする。 
デューイ[19，20]は反省的思考について提案し，
問題解決学習についての示唆を与えている。梅根は
デューイの反省的思考を 
(1) 困難の漠然たる自覚 
(2) 困難の正体を突き止め何が問題であるかをはっ
きりさせる 
(3) もっともらしい解決を思いつく 
(4) この思いつきのもつさまざまのかくれた意味内
容を推論によってはっきりさせる 
(5) 一層進んだ観察と実験による思いつきの是認，
または拒否，いいかえれば，おもいついた解決
を信用するかしないかの決断 
の 5つの段階に表している[21]。 
梅根が示した 5 つの段階を学校教育の観点から捉
えなおした。結果を図 4に示す。 
図 4 の問題解決学習過程に示すように，問題解決
学習は困難を自覚することからはじまる。困難の明
確化の段階では，最初に思いつく困難をそれとは決
めつけず，困難とする性質のものを明確化させる。
予想・推察・仮説を立てる段階では，困難の原因と
なる問題について，もっともらしい解決策を考える。
ただし，この段階では解決策の絞り込みを行っては
ならない。一つの解決策に対する精査の段階におい
て，解決策の有用性を検証する。そして，推論によ
る提案した解決策の明確化の段階において，提案し
た解決策の是認を行う。 
問題解決学習を扱う際，事前の学習準備，取り扱
う題材，指導方法について注意が必要となる。事前
の学習準備については，学習者自らが主体的に学習
することができるように準備する必要がある。調査
の方法，検証の方法，記録の方法，ディスカッショ
ンの方法，発表の方法などを事前に学習しておくこ
とが求められる。教員は学習者の問題解決の思考が
深まるよう，補助教材や発問の用意が必要となる。
取り扱う題材について，梅根は問題解決学習には実
用的な課題(実際的)と理論的な課題があることを指
摘し，一方の課題に偏ることなく，双方の課題がバ
ランスよく含まれることの重要性を明らかにしてい
る。指導方法について，問題解決学習は学習者の思
考を中心に据えて学習が進むため，教員は過度に学
習支持を出さないように配慮することが求められる。
また，学習者が思考の段階でつまずいた際には，学
習者の思考が多角的になるよう助言する必要があり，
授業の前段階において学習者の思考をシミュレート
することが求められる。 
問題解決学習は子どもたちに主体を置いた学習と
図 3 授業内容の順序化と範囲の設定 
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なるため，教科に関する学習や教科外の学習におい
ても利用することができる。教科に関する学習の範
囲のみならず，教科を横断した学習にすることも可
能であるため，その利用についての有用性は広く考
えられる。 
6. 教員の学び 
授業はその場における様々な事柄の関わり合いに
よって成り立ち，時間の経過と共にその様態が変
わっていく。地域，学校，学級などによって子ども
の実態も異なるため，教員によって授業の内容や方
法はそれぞれ独自に工夫して実施されている。困難
な指導場面に直面することも少ないため，教員は
様々な実態に応じながらも研究授業や日々の実践授
業を行い，教員同士の交流や子供たちとの学びの中
で起こる反省に基づきながら日々授業の向上に努め
ている。ここでは教員と子供の相互作用に着目し，
教員の授業改善についてシステム思考を用いて明ら
かにした。この結果を図 5に示す。 
図 5 は教員の授業改善システムを示している。同
僚の教員からもたらされる子供についての情報や教
材資料の情報は教員にとって授業を向上させるため
の基礎資料となっている。他方，授業の中で起こる
子供同士の相互作用情報や子供の学習に対する反応
情報は教員自身がデザインした授業の妥当性を検証
する情報となり授業を向上させるための基礎資料と
なり意欲にもつながる。図 5 に示すように，教員は
同僚教員や子供との関わりの中でこれらの情報を捉
えて授業を向上させていく。ただし，授業に対して
自身の考え方を持っていない場合や授業を向上させ
る意識がなければ，同僚の教員からもたらされる情
報や子供たちからもたらされる情報は授業向上の情
報にはならず，授業向上の情報として捉えることは
できない。 
教員の日常の授業の中以外でも，教育制度の転換
や学習指導要領の改訂により，授業の考え方の転換
が生じることがある。教員は学習指導要領の改訂を
捉え，これに応じてカリキュラムを作成し，その学
習指導要領やカリキュラムに適応するために授業に
対する考え方の転換を求められる。 
そのほか，新任教員の場合，指導担当教員の授業
を観察しながらベテラン教員の授業に触れ，ベテラ
ン教員の授業に対する考え方を捉える中で自身の授
業に対する考え方を日常的に更新し続けている。学
び続ける教員も新任教員と同様に他の優れた教員の
授業を観察する中で新たな授業の考え方を捉え，自
身の授業に対する考え方を更新し続けている。 
以上，教員と子供の相互作用に着目し，教員の授
業改善についシステム思考を用いて明らかにするこ
とができた。教員は様々な場面で授業に対する情報
を繊細に捉えながら，授業に対する考え方を更新し，
授業の質を向上させている。教員の授業改善につい
てシステム思考を用いて捉えることにより，教員同
士や子供たちとの学びの中にある教員の授業に対す
る省察の状況を体系的に示し，授業実践力を向上さ
せるために必要な取り組みについての観点を示すこ
とができた。 
7. 情報技術を活用した授業 
学校教育においては，実物投影機，電子黒板，電
子教科書，タブレット型コンピュータなどの導入が
進み，教育の情報化が進められている。学習指導要
領においても，情報活用能力やプログラミング的思
考の養成が挙げられており[22]，小学校など学校教
育段階の早期段階から ICT を活用する体制が整備さ
れつつある。今後は幼稚園や保育園においても体験
的遊びを通して ICT に触れる機会が増えていくこと
が予想される。 
幼稚園や保育園に通う子供たちも既に園内以外の
場所で ICT に触れており，親のスマートフォンやタ
ブレットなどの携帯端末でゲームや学習に親しんで
いる。小学校以降，子供たち自身が親にスマート
フォンやタブレットを購入してもらい，日常的に活
用している事例も少なくない。子供たちはすでにイ
ンターネットで調べることをはじめとして，親や教
員が知らない合理的な情報収集の方法を取得してい
る。ソーシャルネットサービスが出現した時，子供
たちは子供たち独自のネットワークを駆使して情報
収集し，学びを行っていた。地震や風水害などの際
にも子供たちがソーシャルネットワークを活用し防
災情報を収集し自助や公助に貢献した事例もある。
教員や保護者は子供たちのこのような情報機器の利
用や活用に際して，誹謗中傷や詐欺など情報モラル
に関する問題について危機感を感じているが，幼い図 5 教員の改善システム 
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ころから ICT に触れることにより，子供たちはリテ
ラシや判断力を磨いているという指摘もある。子供
たちは ICT を活用することにより，独自の学び方を
身につけており，学校教育においてもその学び方を
活用できる体制や環境の整備は必然的に行われてい
くだろう。 
コメニウス[23，24]が一斉授業を論じて以降，産
業革命期の工場で積極的に導入され，ランカスター
が提唱した助教法により日本の公教育の初期段階か
ら一斉授業が普及した。しかし，情報技術の発達と
ともに情報産業が拡大し，社会で求められる能力が
多様化する中で，学校教育においては個に応じた教
育を求められるようになった。ケイ[25]やネグロポ
ンテ[26]らはタブレット型コンピュータの概念を提
唱し，情報技術を活用することによる個人の学びの
支援を目指した。すでに一般家庭においては携帯型
端末を用いて個人でニーズに応じたコンテンツを発
見し学びを進めることが可能となっている。学校教
育においては家庭よりさらに発展的な学びが可能な
体制と環境が必要である。 
学校教育には今後様々な情報機器が導入される可
能性があるが，情報技術の発達とともに機材の更新
により，その使用法や利用場面は刻々と変化してい
くものと考えられる。そのたびに教員は，その情報
機器の使用方法や情報環境の設定に思考を捕らわれ
るかもしれない。または，情報技術の発展による新
技術に魅了され，情報機器や情報環境を扱うことに
執着し授業そのものの目的が学びと関係性を失うか
もしれない。このような目的のすり替わりが起こら
ないよう，目的に応じて ICT は使う必要がある。そ
のために，ICT を活用する前に授業そのものの在り
方を常に見つめなおすことが肝要となる。 
8. おわりに 
本研究では，小学校教員を対象に非構造化面接を
行い，システム思考を用いた授業設計の構造化を
行った。この結果，教員の授業デザインの構造を明
らかにし，教員の自己の授業の考え方や方法を捉え
るための体系的概念を示すことができた。また，授
業の構成に着目することにより，授業デザインに
よって構成される授業の構造が明らかになった。こ
れにより，授業デザインや授業評価など授業向上を
検討する観点を得ることができた。さらに，授業を
内容の選定，内容の範囲，内容の順序化の観点から
捉え，授業を単一的な構造ではなく複合的な視点で
設計することの重要性を明らかにすることができた。
授業の実践として，問題解決学習を事例に取りあげ，
学習者主体による学習の体系を示し，授業構造の質
的な転換を示した。これに準じた授業実践力の向上
として，教員同士や子供たちとの学びの中にある教
員の授業に対する省察の状況を体系的に示し，授業
実践力を向上させるために必要な取り組みについて
の観点を示すことができた。 
このように，授業をシステム思考を用いて分析す
ることにより，授業観の再構成を行うことができた。
今後の社会の変化に応じて，教員は授業をすること
が求められるが，授業の本質を捉える視点を磨き学
び続ける姿勢を持つことが求められることは時代が
変わっても，変わらず教員にとって重要なことに変
わりはない。 
今後の課題として，求められる学び続ける教員の
養成の実態について分析を進め，その構造をシステ
ム思考を用いて明らかにしたい。 
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